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友
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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
竜北西部小学校　宿泊通学　１日目竜北西部小学校　宿泊通学　１日目

第13回  里山フェスタ第13回  里山フェスタ

　9月18日から20日にかけて、里地屋敷において、竜北西部小学校の宿泊通学を行いました。
　今年の宿泊通学も最後ということで、スタッフ・リーダー共に気合を入れてミーティングを済ませ、到着を待って

竜北西部小学校　宿泊通学　2日目竜北西部小学校　宿泊通学　2日目
　2日目の野外活動は里地屋敷活動で、子どもたちの協調性や自立性、自主性を高めるため、ロープワークの後に、
スパイダーネットという遊びも行いました。これは、柱2本にロープを縦横無尽に張り巡らせ、ロープに触れないよう

イイベベ ンントト情情 報報

▲早く足を持って～

▲使い方に注意して・・・よいしょ！！

◆日　時：11月24日（日）
　　　　　 10時～15時
◆場　所：立神峡公園内
◆参加費：一部有料

に協力して、全員を反対側に移動させるという遊びで、非常に白熱す
るプログラムとなりました。
　体と頭を朝から使った子どもたちは学校から帰って来ると、眠気が
出ているようにも思えましたが、自分たちの与えられた作業をきち
んとこなし、終わっていない班の手伝いまで、しっかりとできる子ど
もたちに感動を覚えました。
　今年の宿泊通学も無事に病気やけが、事故なども無く終えること
ができました。これも地元住民の人たちの協力や外部講師・高校生
リーダーの協力があってこそだと思います。この場を借りてお礼を
申し上げますと同時に、これからもますます精進し、環境教育を広め
ていきたいと思います。

いました。坂道から元気な声で「こんにちは～。」という声が聞こ
え、今年の３校の子どもたちはみんな元気がいいように感じまし
た。
　活動着に着替えて調理班・お風呂班・ご飯班として活動を行い
ます。説明をしっかりと聞き、ナタを使ううえで、危険な箇所の話
を聞いたときには「うわぁ～。」、「痛そう～。」などといった感想
を聞くことができました。
　それからはお互いに注意し、作業を進め、自分の班の仕事が終
わってしまっても、他の班が終わるまで手伝い、自分たちで全体
の歩みをそろえながら作業を行っていました。

　今年も毎年恒例の里山フェスタを開催いたします。今年は普
段の管理組合作業の一端を体験できます。そのほかにも発電自
転車やペレットストーブ（木のくずを圧縮し、小さな棒状にして燃
料とするストーブ）、飲食・物販販売のブース、環境保全団体によ
る体験活動なども行います。そのほかの催し物もありますので、
皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひ、ご来園ください。

米粉の使い方教室
 ～米粉の生地でピザ作り～
米粉の使い方教室
 ～米粉の生地でピザ作り～

◆日　時：11月16日（土）
　　　　　 10時～12時
◆場　所：立神峡公園炊事棟
◆定　員：5組
◆参加費：2,000円

　焼き上がったピザは小麦粉で作った
ズッシリとしたピザではなく、モチモチ・
フワフワした柔らかいピザ生地になり
ます。おなかにたまるイメージではな
いように思えますが、そんなことはあり
ません。普段とは一味違った生地のピ
ザを立神峡公園で作ってみませんか？


